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第
一
章 

 

総 

則 

 

 

（
名 
称
） 

 

第
一
条 

こ
の
法
人
は
、
宗
教
法
人
法
に
よ
る
宗
教
法
人
で
あ
っ
て
、「
三
宝
禅
」
と
い
う
。 

 

 

（
事
務
所
の
所
在
地
） 

 

第
二
条 

こ
の
宗
教
法
人
（
以
下
「
法
人
」
と
い
う
。
）
は
、
事
務
所
を
神
奈
川
県
鎌
倉
市
長
谷
一
丁
目
六
番
五
号
に
置
き
、
こ
れ
を
「
三
宝
禅 

 

 

本
部
」
と
い
う
。 

 

 

（
目 

的
） 

 

第
三
条 

こ
の
法
人
は
、
正
伝
の
仏
道
を
信
解
行
証
し
、
こ
れ
を
全
世
界
に
広
宣
流
布
す
る
と
共
に
、
儀
式
行
事
を
行
い
、
会
員
を
教
化
育
成
し
、 

 

 

寺
院
及
び
教
会
を
包
括
し
、
そ
の
他
こ
の
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

 

（
公
告
の
方
法
） 

 

第
四
条 

こ
の
法
人
の
公
告
は
、
機
関
誌
「
曉
鐘
」
に
一
回
掲
載
し
て
行
う
。 

  

 
 

第
二
章 

役
員
そ
の
他
の
機
関 

 

 
 
 

第
一
節 

代
表
役
員
及
び
責
任
役
員 
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（
員 

数
） 

 

第
五
条 

こ
の
法
人
に
は
、
六
人
の
責
任
役
員
を
置
き
、
そ
の
う
ち
一
人
を
代
表
役
員
と
す
る
。 

 

 

（
資
格
及
び
選
任
） 

 

第
六
条 

代
表
役
員
は
、
こ
の
法
人
が
別
に
定
め
る
「
三
宝
禅
清
規
」（
以
下
「
清
規
」
と
い
う
。）
に
定
め
る
管
長
の
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

 

２ 

代
表
役
員
以
外
の
責
任
役
員
は
、
本
法
人
の
師
家
か
ら
見
性
以
上
の
修
行
力
を
具
え
た
者
と
認
定
さ
れ
た
会
員
の
う
ち
か
ら
適
当
な
者
を
、 

 

代
表
役
員
が
選
任
す
る
。 

 

 

（
任 

期
） 

 

第
七
条 

代
表
役
員
の
任
期
は
、
管
長
在
任
中
と
す
る
。 

 

２ 

代
表
役
員
以
外
の
責
任
役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
重
任
を
妨
げ
な
い
。 

 

３ 

補
欠
責
任
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。 

 

４ 

代
表
役
員
及
び
責
任
役
員
は
、
辞
任
又
は
任
期
満
了
後
で
も
、
後
任
者
が
就
任
す
る
時
ま
で
、
な
お
そ
の
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

 

（
代
表
役
員
の
職
務
権
限
） 

 

第
八
条 

代
表
役
員
は
、
こ
の
法
人
を
代
表
し
、
そ
の
事
務
を
総
理
す
る
。 

 

 

（
責
任
役
員
会
の
組
織
、
招
集
及
び
職
務
権
限
等
） 

 

第
九
条 

こ
の
法
人
は
責
任
役
員
で
組
織
す
る
責
任
役
員
会
を
置
き
、
こ
の
法
人
の
事
務
を
決
定
す
る
。 
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２ 

責
任
役
員
会
は
、
代
表
役
員
が
招
集
す
る
。
但
し
、
責
任
役
員
の
定
数
の
過
半
数
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
代
表
役
員
は
す
み
や
か
に 

 

開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
３ 
責
任
役
員
会
の
議
事
は
、
責
任
役
員
の
定
数
の
過
半
数
で
決
し
、
そ
の
議
決
権
は
各
々
平
等
と
す
る
。 

 

４ 

代
表
役
員
以
外
の
責
任
役
員
は
、
責
任
役
員
会
の
決
定
に
基
き
、
代
表
役
員
を
補
佐
し
て
、
こ
の
法
人
の
事
務
を
執
行
す
る
。 

 

５ 
 

会
議
に
は
、
議
事
録
を
作
成
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。 

    
 
 
 

第
二
節 

代
務
者 

 

 

（
置
く
べ
き
場
合
） 

 

第
十
条 

代
表
役
員
又
は
責
任
役
員
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
代
務
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 
 

一 

死
亡
、
辞
任
、
任
期
満
了
そ
の
他
の
事
由
に
因
っ
て
欠
け
た
場
合
に
お
い
て
、
す
み
や
か
に
そ
の
後
任
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。 

 

 
 

二 

病
気
、
旅
行
そ
の
他
の
事
由
に
因
っ
て
三
月
以
上
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。 

 

 

（
資
格
及
び
選
任
） 

 

第
十
一
条 

代
表
役
員
の
代
務
者
は
、
清
規
に
定
め
る
仏
祖
の
大
法
を
相
続
し
た
会
員
の
う
ち
か
ら
、
前
条
第
一
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
代
議
員 

 

 

会
に
お
い
て
選
定
し
、
同
条
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
代
表
役
員
が
選
任
す
る
。 

 

２ 

代
表
役
員
以
外
の
責
任
役
員
の
代
務
者
は
、
本
法
人
の
師
家
か
ら
見
性
以
上
の
修
行
力
を
具
え
た
者
と
認
定
さ
れ
た
会
員
の
う
ち
か
ら
、
適
当
な 

 

者
を
、
代
表
役
員
又
は
そ
の
代
務
者
が
選
任
す
る
。 
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（
職
務
権
限
） 

 
第
十
二
条 

代
務
者
は
、
代
表
役
員
又
は
責
任
役
員
に
代
わ
っ
て
そ
の
職
務
権
限
の
全
部
を
行
う
。 

 

 

（
退 
職
） 

 

第
十
三
条 

代
務
者
は
、
そ
の
置
く
べ
き
事
由
が
や
ん
だ
と
き
は
、
当
然
そ
の
職
を
退
く
も
の
と
す
る
。 

 

 
 
 

第
三
節 

仮
代
表
役
員
及
び
仮
責
任
役
員 

 
 

 

（
選 

定
） 

 

第
十
四
条 

代
表
役
員
は
、
こ
の
法
人
と
利
益
が
相
反
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
代
表
権
を
有
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
清
規
に
定
め
る 

 

仏
祖
の
大
法
を
相
続
し
た
会
員
の
う
ち
か
ら
、
代
議
員
会
に
お
い
て
、
仮
代
表
役
員
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

２ 

責
任
役
員
は
、
そ
の
責
任
役
員
と
特
別
の
利
害
関
係
が
あ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
議
決
権
を
有
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
会
員
の
う
ち 

 
 

か
ら
、
責
任
役
員
会
が
、
そ
の
議
決
権
を
有
し
な
い
責
任
役
員
の
員
数
だ
け
、
仮
責
任
役
員
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
職
務
権
限
） 

 

第
十
四
条
の
２ 

仮
代
表
役
員
又
は
仮
責
任
役
員
は
、
前
条
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
当
該
代
表
役
員
若
し
く
は
責
任
役
員
又
は
そ
の
代
務
者
に 

  

代
わ
っ
て
そ
の
職
務
を
行
う
。 

 

 

 
 
 
 

第
四
節 

代
議
員
会 
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（
組 

織
） 

 

第
十
五
条 

こ
の
法
人
の
議
決
機
関
と
し
て
代
議
員
会
を
置
き
、
五
人
の
代
議
員
で
組
織
す
る
。 

 
（
代
議
員
） 

 

第
十
六
条 
代
議
員
は
会
員
の
う
ち
か
ら
、
満
二
十
才
以
上
の
会
員
の
公
選
に
よ
っ
て
定
め
る
。 

 

２ 

代
議
員
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。
但
し
、
重
任
を
妨
げ
な
い
。 

 

３ 

補
欠
代
議
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。 

 

（
職
務
権
限
） 

 

第
十
七
条 

代
議
員
会
は
、
規
則
の
変
更
、
合
併
、
解
散
、
予
算
、
決
算
そ
の
他
重
要
な
事
項
を
審
議
す
る
。 

 

（
招 

集
） 

 

第
十
八
条 

代
議
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
、
代
表
役
員
が
招
集
す
る
。
但
し
、
代
議
員
の
定
数
の
過
半
数
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、 

  

代
表
役
員
は
、
す
み
や
か
に
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
議 

長
） 

 

第
十
九
条 

代
議
員
会
に
議
長
を
置
き
、
代
議
員
会
開
催
の
都
度
、
代
議
員
の
互
選
に
よ
っ
て
定
め
る
。 

 

（
議 

決
） 

 

第
二
十
条 

代
議
員
会
の
議
事
は
、
代
議
員
の
定
数
の
過
半
数
で
決
す
る
。 
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第
三
章 

寺
院
及
び
教
会 

 

 
（
被
包
括
団
体
の
種
類
） 

 
第
二
十
一
条 

こ
の
法
人
が
包
括
す
る
宗
教
団
体
は
、
寺
院
及
び
教
会
と
す
る
。 

 

 

（
設
立
、
規
則
の
変
更
等
） 

 

第
二
十
二
条 

寺
院
若
し
く
は
教
会
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
と
き
（
こ
の
法
人
と
被
包
括
関
係
に
な
い
宗
教
団
体
が
こ
の
法
人
と
被
包
括
関
係
を 

 

設
立
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
含
む
。）
、
又
は
寺
院
若
し
く
は
教
会
が
左
に
掲
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
の
法
人
の
代
表
役
員
の 

 

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

一 

宗
教
法
人
と
な
る
こ
と
。 

 

 

二 

規
則
を
変
更
す
る
こ
と
。 

 

 

三 

合
併
又
は
解
散
を
す
る
こ
と
。 

 

 

（
代
表
役
員
、
責
任
役
員
及
び
代
務
者
） 

 

第
二
十
三
条 

寺
院
又
は
教
会
の
代
表
役
員
、
責
任
役
員
及
び
代
務
者
は
、
当
該
寺
院
又
は
教
会
の
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
選
定
す
る
。 

 

 
 

 
 
 
 

第
四
章 

財 

務 
 

 

（
会 

費
） 

 

第
二
十
四
条 

こ
の
法
人
は
、
そ
の
目
的
達
成
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、
寺
院
及
び
教
会
並
び
に
会
員
か
ら
、
毎
会
計
年
度
定
期
に
、
又
は
臨
時
に
、 
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会
費
と
し
て
喜
捨
金
を
受
け
る
。 

 

（
資
産
の
区
分
） 

 
第
二
十
五
条 

こ
の
法
人
の
資
産
は
、
基
本
財
産
及
び
普
通
財
産
と
す
る
。 

 

２ 

基
本
財
産
は
、
左
に
掲
げ
る
財
産
の
う
ち
か
ら
設
定
す
る
。 

 

 

一 

土
地
、
建
物
そ
の
他
の
不
動
産 

 

 

二 

公
債
、
社
債
そ
の
他
の
有
価
証
券 

 

 

三 

永
遠
保
存
の
目
的
で
積
み
立
て
た
財
産 

 

 

四 

基
本
財
産
と
し
て
指
定
さ
れ
た
寄
附
金 

 

３ 

普
通
財
産
は
、
基
本
財
産
以
外
の
財
産
、
財
産
か
ら
生
ず
る
果
実
、
喜
捨
金
及
び
一
般
の
収
入
と
す
る
。 

 

（
基
本
財
産
の
設
定
及
び
そ
の
変
更
） 

 

第
二
十
六
条 

基
本
財
産
の
設
定
又
は
そ
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
代
議
員
会
及
び
責
任
役
員
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
基
本
財
産
の
管
理
） 

 

第
二
十
七
条 

基
本
財
産
た
る
現
金
は
、
不
動
産
又
は
確
実
な
有
価
証
券
に
替
え
、
確
実
な
銀
行
に
預
け
、
そ
の
他
適
当
に
管
理
し
な
け
れ
ば 

 

 

な
ら
な
い
。 

 

（
基
本
財
産
の
処
分
等
） 

 

第
二
十
八
条 

左
に
掲
げ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
代
議
員
会
及
び
責
任
役
員
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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一 

基
本
財
産
を
処
分
し
、
又
は
担
保
に
供
す
る
こ
と
。 

 

 
 

二 

借
入
（
当
該
会
計
年
度
内
の
収
入
で
償
還
す
る
一
時
の
借
入
を
除
く
。
）
又
は
保
証
を
す
る
こ
と
。 

 

（
財
産
目
録
の
作
成
） 

 

第
二
十
九
条 

財
産
目
録
は
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
、
前
年
度
末
現
在
に
よ
っ
て
作
成
し
、
責
任
役
員
会
及
び
代
議
員
会
の
承
認
を
受
け 

 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
経
費
の
支
弁
） 

 

第
三
十
条 

こ
の
法
人
の
経
費
は
、
普
通
財
産
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。 

 

（
予
算
の
編
成
） 

 

第
三
十
一
条 

予
算
は
、
毎
会
計
年
度
開
始
一
月
前
ま
で
に
編
成
し
、
責
任
役
員
会
及
び
代
議
員
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
予
算
の
区
分
） 

 

第
三
十
二
条 

予
算
は
、
経
常
及
び
臨
時
の
二
部
に
分
け
、
各
々
こ
れ
を
款
項
目
に
区
分
し
て
、
歳
入
の
性
質
及
び
歳
出
の
目
的
を
明
示
し
な 

 

け
れ
ば
な
ら
な
い 

 

（
予
備
費
の
設
定
及
び
使
用
） 

 

第
三
十
三
条 

予
算
超
過
又
は
予
算
外
の
支
出
に
充
て
る
た
め
、
予
算
中
に
予
備
費
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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（
予
算
の
追
加
及
び
更
正
） 

 

第
三
十
四
条 

予
算
作
成
後
に
や
む
を
得
な
い
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
責
任
役
員
会
及
び
代
議
員
会
の
議
決
を
経
て
、
既
定
予
算
の
追
加
又
は 

 
更
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
決
算
の
作
成
） 

 

第
三
十
五
条 

決
算
は
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
二
月
以
内
に
作
成
し
、
責
任
役
員
会
及
び
代
議
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
歳
計
剰
余
金
及
び
予
算
外
収
入
の
処
置
） 

 

第
三
十
六
条 

歳
計
に
剰
余
を
生
じ
た
と
き
、
又
は
予
算
外
に
収
入
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
翌
年
度
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
、
又
は
責
任
役
員
会
及
び 

 

代
議
員
会
の
議
決
を
経
て
そ
の
一
部
若
し
く
は
全
部
を
基
本
財
産
に
編
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
会
計
年
度
） 

 

第
三
十
七
条 

こ
の
法
人
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
も
の
と
す
る
。 

  

 
 
 

第
五
章 

叢 

林 

 

第
三
十
八
条 

こ
の
法
人
は
、
参
禅
学
道
の
宗
旨
に
基
き
、
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
叢
林
を
経
営
し
、
清
規
に
よ
る
師
家
及
び
準
師
家
を
置
き
、 

 

 

そ
の
事
業
の
管
理
運
営
に
当
ら
せ
る
。 

  

第
六
章 

補 

則 
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（
支
援
団
体
） 

第
三
十
九
条 

こ
の
法
人
は
、
こ
の
法
人
の
活
動
を
支
援
運
営
す
る
団
体
と
し
て
三
宝
興
隆
会
を
承
認
す
る
。 

（
規
則
の
変
更
及
び
合
併
） 

第
四
十
条 
こ
の
規
則
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
責
任
役
員
会
及
び
代
議
員
会
の
議
決
を
経
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
証
を
受
け
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。 
こ
の
法
人
が
合
併
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。 

（
解 

散
） 

第
四
十
一
条 

こ
の
法
人
が
解
散
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
責
任
役
員
及
び
代
議
員
の 

そ
れ
ぞ
れ
定
数
の
全
員
の
議
決
を
経
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
証
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

こ
の
法
人
が
解
散
し
た
と
き
は
、
そ
の
残
余
財
産
は
、
解
散
の
時
に
お
い
て
、
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
責
任
役
員
の
定
数
の 

全
員
の
議
決
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
者
に 
帰
属
す
る
。 

 
 

（
備
付
書
類
及
び
帳
簿
） 

第
四
十
二
条 

こ
の
法
人
の
事
務
所
に
は
次
の
帳
簿
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

一 

規
則
及
び
認
証
書 

 
 

二 

責
任
役
員
名
簿
及
び
代
議
員
名
簿 

 
 

三 

財
産
目
録 

 
 

四 

責
任
役
員
会
議
事
録
及
び
代
議
員
会
議
事
録 

 

（
施
行
細
則
） 

第
四
十
三
条 

こ
の
規
則
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
細
則
は
、
責
任
役
員
会
及
び
代
議
員
会
の
議
決
を
経
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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附 

則 

こ
の
規
則
は
文
部
科
学
大
臣
の
認
証
書
の
交
付
を
受
け
た
日
（
平
成 

 
 

 

年 
 

 

月 
 

 

日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

  

平
成
二
十
八
年
四
月
十
七
日 

 

宗
教
法
人
「
三
宝
教
団
」 

 
 
 
 

 
 
 

 

代
表
役
員 

 
 

山 

田 

匡 

通 

㊞ 

          
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

 


